
 

被曝から子どもを守るために・・・ 

医学博士・崎山 比早子さん講演会 
～ 放射能の身体への影響 ～ 

参加費： １０００円 （子ども・学生無料） 

託児料金： 未就学児 ひとり ３００円 申込み必要 

※託児申込み締め切りは１１月２０日です。 

 

●主催： 崎山比早子さんの話を聞く会実行委員会 

●賛同団体： 放射能から子どもを守ろう in 富山、孫たちに原発

のない未来を渡したい JJBB の会（タニシの会）、原子力政策の見

直しを求める富山行動実行委員会、みどり共同購入会 

●問合せ＆託児申込み先： 

宮崎 ０７６－４４２－５２１５  藤井 ０７６－４３８－３０７８ 

１１月２７日（日）  

10:30～12:30 

富山県民会館 

３０２会議室 

崎山比早子（さきやまひさこ）さん 

プロフィール 

 

医学博士、元・放射線医学総合 

研究所（放医研）主任研究員、 

マサチューセッツ工科大学研究員 

を経て、現在、高木学校所属（故・高木仁三郎が市

民科学者を育てるために創った学校）。 放射線被

曝研究の第一人者。震災後の5月20日、衆議院特

別委員会で参考人として「放射線の健康への影響に

ついて」の意見を陳述。 

「被曝に安全の閾値（しきいち）はない」と警告を発する放射線医学専門の崎山比早子さんをお招きして話をうかがい、

あなたの知りたい、尋ねたいに応えたいと思います。 

 

 

収束の見通しが立たない福島第一原発事故。 排出され続けている放射能による見えない汚染。 

事故後に発表された放射性物質の暫定基準値をどのよう

に理解したらいいの？  

あの日から富山の生活環境も確実に変わりました。 

 

放射線への感受性が

高い子どもをどのよ

う に 守 っ た ら い い

の？ 
呼吸や食べ物な

どを通しての「内

部被曝」の影響

は？ 

 

避けられない低

線量被曝の危険

性は？ 


